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令和５年度交通安全事業計画

令和４年度の当協会の交通安全活動は、北海道、北海道警察、札幌市、公益社団法

人北海道交通安全推進委員会、一般財団法人北海道交通安全協会、一般社団法人北海

道交通安全運転管理者協会で構成する「交通安全対策七者連絡会議」（以下「七者会

議」という。）をはじめ、関係機関・団体、各方面交通安全協会及び各地区交通安全

協会等が一体となって、北海道が策定した「令和４年度における交通安全運動の推進

方針」などに基づき、交通安全運動の活動重点を軸とした通年運動や４期40日の期別

運動を展開した。

その結果、昨年の道内における交通事故による死者数は115人と、北海道の交通事

故統計が残っている昭和22年以降最少となった令和３年（120人）を更に下回り、過

去最少を更新したものの、発生件数と負傷者数は増加した。

こうした現状を踏まえ、令和５年度は、資料「令和５年交通安全運動の実施計画」

に基づき、以下の交通安全対策事業を推進する。

第１ 交通安全思想の普及、向上及び交通安全活動の推進

１ 関係機関・団体等と連携した交通安全運動の展開

七者連絡会議をはじめ、関係機関・団体等と緊密に連携し、思いやりあふれる

安全で安心な交通社会を形成するため「人優先」の交通安全思想に基づいた体系

的かつ効果的な交通安全運動を展開する。

２ 地域に根ざした交通安全活動の推進

⑴ 交通安全運動に関する広報啓発活動

４期40日の期別運動、交通安全の日等の運動及び特別対策において、関係機

関・団体等と連携した街頭啓発、ラジオ・テレビ、ホームページ等（以下「広

報媒体」という。）を活用した広報啓発活動を推進する。

⑵ 癒やされぬ輪禍改訂版の発行による広報活動

新たに15編の手記で構成した「癒やされぬ輪禍Forever（永遠に）」を作製し、
と わ

交通事故に潜む真の悲惨さを訴えていく。

⑶ 企業等が実施する交通安全活動への支援

新型コロナウイルスの「５類」引き下げを契機に、当協会の賛助会員等に対

する「交通安全講話」を再開する。

⑷ 「チャレンジ・セーフティラリー北海道」の実施

７月から10月までの間、「チャレンジ・セーフティラリー北海道2023」を実

施する。



第２ 交通安全運動の重点に対する取組

１ 子供と高齢者の交通事故防止対策

⑴ 子供の交通事故防止対策

ア 交通安全教本を活用した交通安全教育の推進

関係団体と連携して小学校低学年向けの交通安全教本を作製し、道内全小

学校に配布する。

イ 幼児向け交通安全教材の作製による貸出用資器材の拡充

新たに幼児用交通安全教材（飛び出す交通安全絵本等）を作製し、幼児用

の交通安全ビデオなどとセットにした貸出用資器材の拡充を図る。

⑵ 高齢者の交通事故防止対策

ア 高齢者交通事故防止２大対策

○ 高齢ドライバー無事故チャレンジの実施

７月から10月までの間、北海道警察との共催による「高齢ドライバー無

事故チャレンジ2023」を実施し、抽選で無事故達成者200名を賞揚する。

○ 光って安全！高齢歩行者無事故チャレンジの実施

９月から12月までの間、北海道警察との共催による「光って安全！高齢

歩行者無事故チャレンジ2023」を実施し、抽選で無事故達成者200名を賞

揚する。

イ 運転免許証自主返納者に対するミニ感謝状贈呈事業の推進

運転免許証を自主的に返納した高齢者に対し、長年の安全運転への感謝の

意を込めたミニ感謝状贈呈の事業を実施する。

２ 飲酒運転根絶活動の推進

⑴ 広報啓発活動

プロ野球選手による飲酒運転根絶を呼びかけるポスターのほか、啓発チラシ

等を作製・配布し、規範意識の醸成と飲酒運転の悪質性等を周知する。

⑵ 体験型の飲酒事故防止

飲酒運転体験ゴーグルや飲酒運転根絶ＤＶＤを貸出し、飲酒運転の危険性の

認識向上を図る。

３ スピードダウン啓発活動の推進

広報媒体の活用とチラシの配布などの啓発活動を通じて、速度の出し過ぎによ

る危険性を広く周知する。

４ シートベルト全席着用の促進

広報媒体の活用とチラシの配布などの啓発活動を通じて、シートベルトとチャ

イルドシートの正しい着用の定着化を図る。



５ 居眠り運転防止活動の推進

長距離運転における休憩を呼びかけるほか、当協会発行の「セーフティドライ

ブマップ北海道」に、アンケート調査を基にした、居眠り運転事故を起こしそう

になった（起こした）地点や休憩場所（道の駅、コンビニエンスストア）等を記

載し、居眠り運転による交通事故防止を図る。

６ 自転車利用者に対する各種活動の推進

⑴ 自転車安全利用の周知・徹底

改正された自転車安全利用五則や自転車シミュレーターの活用により、交通

ルール等の周知と乗車用ヘルメットの着用促進を図る。

⑵ 自転車安全教育指導員講習会の開催

士別市において自転車安全教育を行う指導員の再講習と新たな指導員育成の

講習会を開催する。

⑶ 交通安全子供自転車北海道大会の実施

札幌市において「第58回交通安全子供自転車北海道大会」を実施する。なお、

同大会優勝チームを、東京都内で開催予定の全国大会に出場させる。

⑷ 自転車損害賠償保険等への加入・促進

「北海道自転車条例」に基づき、全日本交通安全協会の「サイクル安心保険」

や日本交通管理技術協会の「ＴＳマーク制度」の周知と加入促進を図る。

７ 安全意識向上の推進

夜光反射材の着用促進に向けた広報啓発活動を推進するとともに、利用者に身

につけてもらえる反射材を開発する。

第３ 安全意識の高い運転者の養成

１ 自動車学園における運転者教育の推進

⑴ 教習システムの一部見直しや、オンライン学科教習を導入することにより、

安全意識の高い運転者を育成する。

⑵ 卒業生に対する継続指導の実施

卒業生を対象に、ラインを活用してタイムリーに交通安全情報を発信するな

ど、継続指導の充実を図る。

⑶ 高齢者講習の充実

講習実施日を週６日間とするなど、より多くの講習を実施して高齢者講習の

充実を図る。

２ 二輪免許保有者に対する安全運転技能講習等の実施

⑴ 二輪車安全運転講習会の実施

札幌運転免許試験場において、５月から９月までの間に６回、二輪車安全運

転講習会を実施する。



⑵ 二輪車安全運転北海道大会の実施

北海道独自の競技内容による「第56回二輪車安全運転北海道大会」を、札幌

運転免許試験場において実施する。

第４ 交通安全に関する調査研究

１ 交通ミニ統計等の作製

北海道警察等と連携して、交通ミニ統計や当協会機関紙を作製し、関係機関・

団体等に提供する。

２ 交通事故防止に資する調査研究

関係機関・団体と連携して、重大交通事故の発生実態等を調査研究し、交通事

故防止に資する啓発用ＤＶＤ等を作製する。

第５ 交通安全活動推進センター事業の積極的な推進

当協会は、道路交通法第108条の31により北海道公安委員会から北海道交通安

全活動推進センターに指定されているため、同法に規定されている

○ 適正な交通の方法、交通事故防止、その他道路における交通の安全に関す

る広報・啓発事業

○ 交通事故に関する相談事業

○ 道路使用許可の調査事業

等を適正に実施する。

第６ 委託事業の適正な実施

下記の委託事業については、関係法令、業務処理要領等に基づき適正かつ効率

的に業務を推進する。

① 自動車保管場所調査業務（一般競争入札）

② 自動車保管場所データ入力業務（一般競争入札）

③ 更新時講習等業務（一般競争入札）

④ 運転免許更新情報及び高齢者講習情報提供業務（一般競争入札）

⑤ 地域交通安全活動推進委員講習等業務（一般競争入札）

⑥ 道路使用許可調査業務（随意契約）

第７ 交通安全功労者及び優良運転者等の表彰

１ 全日本交通安全協会長等表彰

全日本交通安全協会長と警察庁長官が授与する交通栄誉章（緑十字金章・銀章

・銅章）、優良団体表彰について、真に功労のあった者などを適正に選考し推薦

する。



２ 北海道警察本部長・北海道交通安全協会長連名表彰及び会長表彰

交通安全功労者、優良運転者を北海道警察本部長と北海道交通安全協会長の連

名で表彰する。

また、各方面及び札幌方面地区交通安全協会からの推薦により、交通安全功労

者、優良運転者、優良交通安全協会等を会長名により表彰するほか、交通安全運

動に対する特別な支援、寄附、顕著な貢献者（団体）に対しては感謝状を贈呈する。

第８ 運転免許証関係申請者のための事業

１ 運転免許申請写真の撮影

運転免許申請者の利便を図るため、札幌運転免許試験場等において、申請用写

真の撮影事業を行う。

２ 運転免許証の郵送

運転免許申請者からの依頼に基づき、運転免許証を安全確実に送達する業務を

適正に行う。

第９ 地区交通安全協会への支援

１ 交通安全活動に対する支援

交通安全活動への助成をはじめ、交通安全資料や交通安全情報の提供、啓発資

器材の支援及び斡旋を行う。

２ 「統一会員証」及び「交通安全協会会員協力店掲載冊子」の作製・配布

地区交通安全協会等の負担軽減と統一性を図るため、交通安全協会入会者用の

「統一会員証」及び「交通安全協会会員協力店（以下「協力店」という。）掲載

冊子」を作製し配布する。

３ 地区交通安全協会への入会促進活動の強化

「協力店」の更なる拡大を図るための積極的な入会促進活動を展開する。

第10 交通安全活動団体への支援

交通事故防止活動へ意欲的に取り組んでいる「北海道交通事故被害者の会」を

はじめ、「北海道ハーレー警ら隊」等の交通安全活動団体に対して、積極的な支

援を行う。



令 和 ５ 年 交 通 安 全 運 動 の 実 施 計 画

◎ 運 動 の 目 的 道民の交通安全意識を高め、交通事故を防止する。

◎ 年間スローガン ストップ・ザ・交通事故 ～めざせ 安全で安心な北海道～

○ 歩行者を最優先とする保護意識の醸成を図る広報啓発活動、自ら安全を守るための交通行動を促す交通安全教育を推進する。

○街頭における交通安全指導と交通ルールを身につけるための交通安全教室等を推進する。

子供と高齢者の
○登下校時の安全確保のための関係機関・団体による通学路の安全点検と保護・誘導活動を推進する。

安全確保
○あらゆる機会に高齢者の行動特性を理解した交通安全意識の向上を図る広報啓発活動を推進する。

○高齢者が個々 の身体機能を自覚した安全な交通行動となる交通安全教育や高齢者宅への訪問活動等による交通安全指導を

推進する。

○ 運転免許証の自主返納者への支援に関する情報の提供や安全運転サポート車の普及促進のための広報啓発活動を推進する。

交 ○悪質な犯罪である飲酒運転の根絶に向けて、「飲酒運転をしない・させない・許さない」という規範意識の醸成と「そし

て見逃さない」という視点をもって広報啓発活動を推進する。

通 飲酒運転の根絶 ○飲酒疑似体験の交通安全講習や就業前後における飲酒状態の点検等の普及活動を推進する。

○「飲酒運転根絶ロゴマーク」やハンドルキーパー運動、「飲酒運転ゼロボックス」を周知するなど、飲食店や酒類販売店

安 等と連携した広報啓発活動を推進する。

○飲酒運転に関する情報提供の促進を図り、飲酒運転を見逃さない「社会の目」の一層の拡大を推進する。

全 ○速度の出し過ぎによる危険性を周知する広報啓発活動を推進する。

スピードダウン ○思いやり・ゆずり合いの心を持った運転意識の醸成に向けた広報啓発活動を推進する。

運 ○ドライビングシミュレータ等を活用した安全速度の遵守に向けた交通安全教育を推進する。

○後部座席を含めた全席でのシートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用の効果についての広報啓発活動、着用率

動 ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄの全席着用 向上に向けた取組を推進する。

○各種資器材を活用したシートベルト非着用の危険性の認識向上に向けた交通安全教育を推進する。

の ○長距離運転における休憩の呼びかけなど居眠り運転事故防止に向けた広報啓発活動を推進する。

居眠り運転の防止 ○交通安全講習、研修会等において居眠り運転防止に向けた交通安全教育を推進する。

重 ○道の駅、コンビニエンスストア等の駐車場を休憩場所に提供する「居眠り運転防止協力店」や観光施設と連携した広報啓

発活動を推進する。

点 ○自転車は「車両」であるということの周知を図るための広報啓発活動を推進する。

自転車の安全利用
○自転車シミュレータや自転車安全利用五則等の活用による自転車の交通ルールとマナー向上に向けた交通安全教育や広報

啓発活動を推進する。

○乗車用ヘルメットの着用、自転車損害賠償保険等への加入に向けた広報啓発活動を推進する。

○夕暮れ時・夜間の交通事故実態及び危険性を周知し、反射材用品等の着用促進を図る広報啓発活動を推進する。

安全意識の向上 ○昼間の点灯を呼びかけるデイ・ライト運動や夜間におけるハイビームの活用に向けた広報啓発活動を推進する。

○「ながら運転」や「あおり運転」の危険性を周知する広報啓発活動を推進する。

運 動 名 春の全国交通安全運動 夏の交通安全運動 秋の全国交通安全運動 冬の交通安全運動

期 実 施 期 間 ５/１１(木)～５/２０(土) ７/１３（木）～７/２２(土) ９/２１(木) ～９/３０(土) １１/１３(月) ～１１/２２(水)
セーフティコール ５／１１（木） ７／１３（木） ９／２１（木） １１／１３（月）

別 外出の機会が増える子供や 観光・夏型レジャー等に伴 夕暮れ時と夜間の高齢歩 凍結路面でのスリップ事故防

期別運動の方針
活動期に入る自転車利用者の う事故防止、バイクによる事 行者・自転車の事故防止等 止等を図るための活動等を推進

運 事故防止を図るための活動等を推進す故防止及び飲酒運転根絶を図るためのを図るための活動等を推進する。 する。

る。 活動等を推進する。
動

重 点 項 目
○春・秋の運動においては、全国交通安全運動推進要綱の運動重点に準じ、必要に応じ北海道独自の項目を定める。

○夏・冬の運動においては、北海道の地域特性、交通事故の発生状況・特徴等を勘案する。

新入学（園）期の ４月６日（木～） 新入学（園）児の交通事故を防止するため、通学路等における街頭啓発や安全指導、安全教育を実施する。
交 交 通 安 全 期 間 ４月１４日（金）

通 飲酒運転根絶の日 ７月１３日（木） 道民の飲酒運転根絶の気運を高めるため、広報啓発活動を実施する。

安 交 通 事 故 死 ５月２０日（土） 交通事故死ゼロを目指し､住民集会などの啓発行事や期別運動のセーフティコールに準じた広報啓発活動を実施する。
全 ゼロを目指す日 ９月３０日（土）

の
道民交通安全の日 毎月１５日 道民の交通安全意識の高揚を図るため、期別運動のセーフティコールに準じた広報啓発活動を実施する。

日

等
自 転 車 安 全 日

毎月第１及び第３
自転車の安全利用と事故防止を図るため、自転車利用者を対象に街頭指導、啓発活動等を実施する。

運 金曜日
動
その他の交通安全の日

無事故の日(6/25)
地域独自の交通安全の日等に、地域・職域の実情に応じた広報啓発活動を実施する。

バイクの日(8/19)

特 別 対 策
「交通死亡事故多発警報｣や「飲酒運転根絶緊急対策」の発表時に地域住民等へ緊急かつ効果的な広報啓発、住民集会、
街頭指導等を実施する。


